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竹内真空被膜株式会社

金属や金属ࢎ化物ͳͲの成膜材料を真空の中で加೤し、
༹ղ、ৠ発·たはঢ՚させ、基材の表面にཻ子を付ண、ଯ
ੵさせ被膜を形成する技術を「真空ৠண」とい͏。౰ࣾは、
૑業者で͋る竹内ਖ਼༤͕ত和 3� ೥に真空ৠணを開࢝して
いる。この技術を基に現在、製造や加工をͬߦている製品は

「一ൠミラー」、「਌水ミラー」、「֯޿ミラー」、「ิॿミラー」、
「カラーミラー」、「アルミミラー」、「特殊ガラス」の΄͔、
工場શ体の生産ׂ合でׂ̕Ҏ上を઎める「自動車用バックミ
ラー」͕͋る。このバックミラーの生産は、શ自動一؏生産
ラインにより量産対応しており、「༏れた品࣭の量産」を合
面ۂ༿に製品チェック体制の強化をਤͬている。ガラスのݴ
を自動装置で検査する「ۂ率検査」、特殊光ݯを使用した「֎
による̏ॏの検査により品࣭ҡ「検査ࢹ目」検査」、及び؍
持に౒めている。

౰ࣾでは、自動車用バックミラーをࠃ内にൢചする΄͔、
ւ֎に΋༌出している。平成2�೥のリーマンショックにより、
この製品の価格はԼ߱しଓけており、ࣾ内生産のׂ̕を઎め
る製品で͋るため、価格のԼ߱は౰ࣾに大きͳিܸとͳͬて
いた。このため、自動車用バックミラーにସΘる真空ৠண製
品の開発͕ඞཁとߟえ、この技術を活͔すこと͕できる新た
ͳ製品の調査をͬߦた。

この中で、౰͕ࣾ注目した΋のに自動車用のヘッドアップ
ディスプレイ（HUD）͕͋ͬた。HUD とは、ਓؒのࢹ໺に

1. 実施した経緯

2. 実施した内容

「HUD」用凹面ミラーは、ۂ率͕ R�2� ʙ R2��� のൣ
ғで複雑ͳ自༝ۂ面や放物面を有しており、これを「HUD」
用Ϣニットに組み込Ήためには、֎形ੇ法に合Θせた凹面ガ
ラスミラーの੾断͕ඞཁとͳる。੾断࣌のカッター刃をۂ率
や放物面の͋るガラス面にਨ௚に保持しͳ͕Β੾断すること
により、ਖ਼確ͳ੾断ੇ法をಘること͕できる。し͔し、౰ࣾ
のطଘ設備ではガラスの੾断࣌にਖ਼確ͳੇ法をಘることは
できͳいとい͏՝୊を๊えていた。

この՝୊をղܾするため、ຊ事業により̒ ࣠ଟ関節ロボッ
トガラス੾断機を導入した。࣠਺͕ଟいଟ関節ロボットは、
ਓؒの࿹のよ͏にॎ、横、ࣼめͳͲ複雑ͳ֯度に対応でき
るため、凹面ガラスミラーのۂ率に合Θせ、ਨ௚にガラスカッ

੒Ռ
試作品について、「HUD」を開発中
の電装メーカー及び光学メーカーよ
り高い評価を得た。国内の電装品
メーカーをメインターゲットとして販
路形成を図っている。

Ңܦ
社内生産の９割以上を占める
自動車用バックミラーの代替
となる新製品として、自動車
の「HUD」用の凹面ガラスミ
ラーの製品化を目指す。

಺༰ࢪ࣮
自動車の「HUD」用凹面ガラスミラーの製品
化には、曲面のあるガラスを正確に切断する必
要があり、複雑な曲面にも対応可能な６軸多関
節ロボットガラス切断機とCAD／CAMシステ
ムの導入により精確な切断を可能とした。
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3. 取り組みの成果

4. 今後の取り組み

これ·での真空ৠண技術とと΋に、̒࣠ଟ関節ロボットガ
ラス੾断機、CADʗCAM システムの導入により、新ن製品
として注目した大型凹面ガラスミラー͕׬成し、製品化に݁
びͭけること͕できた。この製品は、電装メーカー、及び光
ֶメーカー͔Β高いධ価をಘており、メーカーのر๬により
試作品のධ価をしていたͩいているとこΖ΋͋る。ޙࠓは、
自動車用電装品メーカーにૂいを定め、ൢ࿏の拡大をਤͬ

自動車の҆શ性、利ศ性を向上させる機能のͻとͭとして、
フロントガラスに௚接৘ใ͕өし出される自動車用「HUD」
への期଴は高い΋の͕͋る。現在、「HUD」͕౥載されて
いる自動車は͋る͕、HUD 装置は小型タイプで͋り、メー
カー͕開発中で͋るフロントガラスશ面にөし出される大型
タイプとは異ͳる。小型タイプにはथࢷ製の凹面ミラー͕使
用されており、大型タイプはथࢷ製より҆価ͳガラス製の凹
面ミラーの採用͕༧૝される。

リサーチձࣾによると、HUD 装置用凹面ガラスミラーの
世界市場ن໛は、平成 32 ೥には �� ԯԁऑに成௕するՄ
能性͕͋るとしており、ࢀ入する価஋の高い市場といえる。

は凹面の面精度の向上とと΋に、市場での༏Ґ性をޙࠓ
高めるため、精密ͳ製品検査体制͕ඞཁで͋り検査装置の
導入΋ࢹ໺に入れている。

௚接৘ใをөし出す手ஈのことで͋る。自動車用はフロント
ガラスにφϏήーション৘ใや運స速度等、運స者向けの
基ຊ的ͳ৘ใをөし出すことで͋る。

HUD は、コンピュータ͔Β照ࣹされた画૾͕ガラス製凹
面ミラーを利用し、൓ࣹさせることによりフロントガラスにө
し出す構造で͋る。ディスプレイの大型化に൐い、ミラー΋
大き͘ͳͬてきている。これ·での小型 HUD のミラーはथ
製で͋り、高価ͳ΋ので͋ること͔Βガラス製ミラーへのࢷ
స׵をਤる動き͕͋り、「HUD」の普及͕༧૝されること͔
Β、「HUD」用の凹面ガラスミラーの製品化に৐り出した。

ターの刃を立てること͕Մ能とͳる。
凹面ガラスミラーの製品化には、΋͏ͻとͭの՝୊͕͋ͬ

た。̒࣠ଟ関節ロボットのૢ作は基ຊ的にダイレクトティー
チング（ロボットへの教示方法のͻとͭ。作業者͕ロボット
のアーム、ハンド·たは、工具を௚接手に持ͬて動͔し、そ
の動作をロボットにهԱさせること）で͋り、この方法によ
りミラー面に対するカッター刃のਨ௚ͳ֯度を֫ಘすること
とした͕、試ߦとࣦഊ͕ଓき、ؒ࣌をཁすることとͳͬた。

このため CAD（コンピュータによる設計、モデルを作成
するシステム）ʗCAM（CAD により作成してデータを入力
し、コンピュータ制御により製造するシステム）により、ロボッ
トを制御すること͕Մ能で͋ること͕൑明し、導入した。メー
カー等お٬༷の̏次元データを手作業によりシステムに取り
込み、試ߦした݁Ռ、カッター刃とミラー面との精確ͳਨ௚
֯度の確保にͭͳ͕ͬた。

てい こ͘ととͳる。
大型凹面ガラスミラーは自動車用「HUD」装置に組み込

·れる部品のͻとͭで͋り、装置ຊ体の׬成には̏ޙࠓʙ̐
೥の͕ؒ࣌ඞཁとされている。このため、製品化した凹面ガ
ラスミラーを自動車用「HUD」装置Ҏ֎に利用Մ能ͳ機器
を໛ࡧし、現在、プロジェクターの集光機への利用にͭいて
研究している。

ガラスに熱を加えて自重で型に落とし込む、独自技法で仕上げたミラー。
人間の腕のように自在に角度を動かせる、
６軸多関節ロボットでガラスを切断。

凹面ミラーをカットするには、曲率に合わせて刃を垂直に当てなければならない。

大型凹面ガラスミラーの開発に取り組む、
専務取締役工場長の藤本泰博さん。

自動車用バックミラー、光学用ミラー、特殊ガラス
加工、金型への撥水被膜処理等

自動車
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